
JP 2009-281114 A 2009.12.3

10

(57)【要約】
【課題】折板屋根のハゼ部への取り付け作業が容易にな
り、しかも、ハゼ部に連結した各種部材を長期間安定し
た状態で固定することができる折板屋根用取付金具を提
供する。
【解決手段】折板屋根Ｐの上部に設けられたハゼ部Ｐ１
の側面を挟着する一対の挟着体１０を設ける。該挟着体
１０相互を連結する固定具２０を設ける。挟着体１０の
上面に位置する天板１１からネジ部３１が上方に突出す
る取付用ボルト３０を設ける。各挟着体１０の天板１１
に各挟着体１０を組み合わせたときに形成される支持溝
１２を凹設する。該支持溝１２に取付用ボルト３０のボ
ルト頭部３２が仮止め支持されるように形成する。前記
固定具２０でハゼ部Ｐ１に各挟着体１０を固定するとき
に該支持溝１２に立設した取付用ボルト３０を挟着体１
０の天板１１で固定するように設ける。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　折板屋根の上部に設けられたハゼ部の側面を挟着する一対の挟着体と、該挟着体相互を
連結し挟着体をハゼ部に固定する固定具と、挟着体の上面に位置する天板からネジ部が上
方に突出するように各挟着体に固定された取付用ボルトとからなる折板屋根用取付金具に
おいて、各挟着体の天板に各挟着体を組み合わせたときに形成される支持溝を凹設し、該
支持溝は、取付用ボルトのボルト頭部を収納して仮止め支持するように形成され、前記固
定具で各挟着体を固定するときに該支持溝に立設した取付用ボルトのネジ部側面を挟着す
る挟着体の天板と該支持溝とで固定するように設けたことを特徴とする折板屋根用取付金
具。
【請求項２】
　前記挟着体は、ハゼ部の垂直側面を左右から挟着する底板と、該底板から略垂直に屈曲
延長された側板と、該側板から略水平に屈曲延長され、前記取付用ボルトを挟着固定する
前記天板とから側面略コ字形状を成した請求項１記載の折板屋根用取付金具。
【請求項３】
　前記挟着体において、前記天板は、各挟着体を組み合わせたときに天板の片側が相対向
する天板の下に重なるように屈曲された重合片と、該重合片の中央側に断面略Ｌ字形状に
屈曲され各挟着体を組み合わせたときに各重合片の中央相互間に前記支持溝が形成される
支持片と、各挟着体を組み合わせたときに重合片に相対向する天板の外側縁に形成され該
重合片の外側縁をスライド自在に抱持する屈曲抱持部とが設けられた請求項１又は２記載
の折板屋根用取付金具。
【請求項４】
　前記挟着体において、前記天板の前記重合片の基端部に、相対向する天板の先端部が突
き当たる係止凸部を形成し、前記固定具が前記挟着体相互を連結して固定する際の過剰緊
締を防止するように設けた請求項３記載の折板屋根用取付金具。
【請求項５】
　前記挟着体において、前記側板の前後側縁部から挟着体の外側に向いた一対の補強片を
屈曲延長すると共に、該補強片の下端部を略水平に屈曲して前記折板屋根の上面に当接す
る当接片が設けられた請求項２記載の折板屋根用取付金具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ハゼ式折板屋根のハゼ部に固定する折板屋根用取付金具に係り、この取付金
具にケーブル用ダクトや配管用ダクト、あるいは溝形鋼、Ｈ形鋼などを取付ける折板屋根
用取付金具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ハゼ式折板屋根のハゼ部に取付金具を固定し、この取付金具に二重屋根や各種設備等を
装着する取付金具が多く提案されている。
【０００３】
　例えば特許文献１に記載されている外囲体用取付具は、折屋根上に植栽用筐体や二重屋
根となる上部屋根などを取付ける取付金具である。この取付金具の構成は、ハゼ部の垂直
側面を挟み付ける挟持部と、ハゼ部の膨出部を側面から抱持する抱持部とを有する一対の
支持半体部を形成し、各取付金具をボルト状の接合具で緊締することでハゼ部に支持半体
部を固定するものである。
【０００４】
　また、特許文献２に記載の折板用取付金具は、左右の取付金具の天板がハゼ部の上で重
なり合うように形成し、これら重なり合った天板の間に取付用ボルトの頭部を挟着し、上
部に重ねた天板に開穿した挿通孔に取付用ボルトの軸部を挿通する構造を成している。
【０００５】
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　更に、特許文献３の折版屋根はぜ取付け金具は、左右一対の取付金具の底部に設けた略
Ｌ字形状の一対の端縁部で、ハゼ部の垂直側面を挟着固定する。この取付金具によると、
取付金具の天板を交差させ、この交差部分で取付用ボルトを挟着し固定するものである。
【特許文献１】特開２００７－２９７８６０号公報
【特許文献２】特開２００６－３２２２２７号公報
【特許文献３】特許第２９３９５８５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところがこれら従来の取付金具に共通する課題があった。それは、取付金具に装着する
取付用ボルトに関する課題である。すなわち、これらの取付金具は、ハゼ部に固定した後
、該取付金具に他の部材を連結する目的で使用されるが、このとき、取付金具から鉛直上
方に立設された取付用ボルトを使用して他の部材を連結する。この際、取付用ボルトを取
付金具に装着する作業が取付金具の装着作業を困難にし、あるいは取付金具に装着された
取付用ボルトの連結強度が劣り、更には一度装着した取付用ボルトの交換が困難になるな
どの課題を残していた。
【０００７】
　例えば特許文献１の外囲体用取付具では、取付金具をハゼ部に取付ける際に、取付用ボ
ルトを取付金具で挟み付けて装着する必要がある。そのため取付金具をハゼ部に取付ける
作業では、この取付用ボルトを取付金具に装着しながら取付金具をハゼ部に取付ける作業
になるため、取付金具の装着作業が困難になる虞がある。
【０００８】
　また、特許文献２に記載の折板用取付金具は、左右の天板が上下で重なり合うように形
成し、上部の天板に開穿された挿通孔に取付用ボルトの軸部を挿通すると共に、重なり合
った上下の天板の間に取付用ボルトの頭部を挟着する構造を成している。このため、取付
用ボルトの支持力は、天板に開穿した挿通孔の強度に依存することになる。ところが、こ
のような天板の挿通孔によると、取付用ボルトが傾くなど取付用ボルトに横方向の荷重が
加わった場合に、この天板や挿通孔が変形する虞があり、各種の部材を長期間固定するに
は、連結強度に課題を残している。しかも、取付用ボルトを、予め上下の天板の間に装着
する必要があるので、一度装着した取付用ボルトの交換が困難になる不都合もあった。
【０００９】
　更に、特許文献３に記載の折版屋根はぜ取付け金具では、交差した天板で取付用ボルト
を挟着し、この状態でハゼ部に装着する構造を成している。この取付金具では、交差した
天板で挟着した取付用ボルトが取付金具を開く際の妨げになり、取付金具を広く開くこと
が困難な構造になっている。したがって、取付金具の拡開可能な範囲よりもハゼ部の形状
が僅かでも大きい場合は、取付金具を装着することが困難になる。
【００１０】
　このように、折板屋根のハゼ部に装着する従来の取付金具では、取付用ボルトを取付金
具に装着する作業が取付金具の装着作業を困難にし、あるいは取付金具に装着された取付
用ボルトの連結強度が劣り、更には一度装着した取付用ボルトの交換が困難になるなど種
々の課題を有するものであった。
【００１１】
　そこで本発明は上述の課題を解消すべく創出されたもので、折板屋根のハゼ部への取り
付け作業が容易になり、しかも取付け後、該取付金具に連結する各種部材を長期間安定し
た状態で固定することができる折板屋根用取付金具の提供を目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上述の目的を達成すべく本発明における第１の手段は、折板屋根Ｐの上部に設けられた
ハゼ部Ｐ１の側面を挟着する一対の挟着体１０と、該挟着体１０相互を連結し挟着体１０
をハゼ部Ｐ１に固定する固定具２０と、挟着体１０の上面に位置する天板１１からネジ部
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３１が上方に突出するように各挟着体１０に固定された取付用ボルト３０とからなる折板
屋根用取付金具において、各挟着体１０の天板１１に各挟着体１０を組み合わせたときに
形成される支持溝１２を凹設し、該支持溝１２は、取付用ボルト３０のボルト頭部３２を
収納して仮止め支持するように形成され、前記固定具２０で各挟着体１０を固定するとき
に該支持溝１２に立設した取付用ボルト３０のネジ部３１側面を挟着する挟着体１０の天
板１１と該支持溝１２とで固定するように設けたことにある。
【００１３】
　第２の手段の前記挟着体１０は、ハゼ部Ｐ１の垂直側面を左右から挟着する底板１３と
、該底板１３から略垂直に屈曲延長された側板１４と、該側板１４から略水平に屈曲延長
され、前記取付用ボルト３０を挟着固定する前記天板１１とから側面略コ字形状を成した
ものである。
【００１４】
　第３の手段は、前記挟着体１０において、前記天板１１は、各挟着体１０を組み合わせ
たときに天板１１の片側が相対向する天板１１の下に重なるように屈曲された重合片１１
Ａと、該重合片１１Ａの中央側に断面略Ｌ字形状に屈曲され各挟着体１０を組み合わせた
ときに各重合片１１Ａの中央相互間に前記支持溝１２が形成される支持片１１Ｂと、各挟
着体１０を組み合わせたときに重合片１１Ａに相対向する天板１１の外側縁に形成され該
重合片１１Ａの外側縁をスライド自在に抱持する屈曲抱持部１１Ｃとが設けられている。
【００１５】
　第４の手段は、前記挟着体１０において、前記天板１１の前記重合片１１Ａの基端部に
、相対向する天板１１のスライド先端部が突き当たる係止凸部１１Ｄを形成し、前記固定
具２０が前記挟着体１０相互を連結して固定する際の過剰緊締を防止するように設けたも
のである。
【００１６】
　第５の手段は、前記挟着体１０において、前記側板１４の前後側縁部から挟着体１０の
外側に向いた一対の補強片１４Ａを屈曲延長すると共に、該補強片１４Ａの下端部を略水
平に屈曲して前記折板屋根Ｐの上面に当接する当接片１４Ｂが設けられたことを課題解消
のための手段とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の請求項１によると、各挟着体１０を組み合わせたときに形成される支持溝１２
に取付用ボルト３０のボルト頭部３２を収納させて仮止め支持できるので、取付用ボルト
３０に手を触れずに挟着体１０の装着作業を行うことができる。この結果、ハゼ部Ｐ１に
対する挟着体１０の装着作業を容易にすることができる。
【００１８】
　しかも、各挟着体１０を固定するときに、取付用ボルト３０のネジ部３１を挟着する天
板１１と、ボルト頭部３２を収納する支持溝１２との二箇所で取付用ボルト３０を支持固
定することが可能になる。この結果、取付用ボルト３０の支持強度が高まり、該取付用ボ
ルト３０に連結した各種部材を長期間安定した状態で固定することができる。
【００１９】
　更に、取付用ボルト３０のボルト頭部３２が支持溝１２に収納されているので、ハゼ部
Ｐ１に挟着体１０を装着後、この取付用ボルト３０に他の部材を連結する場合において、
取付用ボルト３０の供回りを確実に防止できるものである。
【００２０】
　請求項２、３により、前記挟着体１０は側面略コ字形状を成し、挟着体１０がハゼ部Ｐ
１を挟着するときに相対向する天板１１の下に重なるように屈曲された重合片１１Ａと、
各挟着体１０を組み合わせたときに相対向する重合片１１Ａの外側縁をスライド自在に抱
持する屈曲抱持部１１Ｃとを設けたことで、各挟着体１０を組み合わせる際に、挟着体１
０のスライド方向が一方向に規制され、他の方向へのずれやねじれ等を防止することがで
きる。この結果、挟着体１０の装着作業を更に容易にすることができる。
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【００２１】
　また、各挟着体１０を組み合わせたときに、各重合片１１Ａの相互間に前記支持溝１２
が形成される支持片１１Ｂを設けているので、各挟着体１０を組み合わせた際に、この支
持片１１Ｂで取付用ボルト３０を仮止めできるようになる。したがって、仮止めした取付
用ボルト３０に手を触れずに挟着体１０の緊締作業が可能になり、挟着体１０の装着作業
が極めて容易になる。また、取付用ボルト３０の交換も可能になる。このため、使用によ
って屈曲し、あるいは破損した取付用ボルト３０を新たな取付用ボルト３０に交換する作
業や、被連結物Ｑの仕様が突然変更された場合に、取付用ボルト３０の長さなどを変更す
ることも可能になる。
【００２２】
　請求項４によると、前記重合片１１Ａの基端部に、相対向する天板１１の先端部が突き
当たる係止凸部１１Ｄを形成し、前記固定具２０が前記挟着体１０相互を連結して固定す
る際の過剰緊締を防止するように設けているので、常に安定した固定力が得られる。この
結果、固定時の過剰緊締による変形や損傷等を防止し、長期間固定する場合でも信頼性が
高くなる。
【００２３】
　請求項５によると、側各板１４の前後側縁部から前記挟着体１０の外側に向いた一対の
補強片１４Ａを屈曲延長しているので、側板１４の強度が高まり、挟着体１０の構造を強
化することができる。
【００２４】
　また、補強片１４Ａの下端部を略水平に屈曲して前記折板屋根Ｐの上面に当接する当接
片１４Ｂを設けているので、挟着体１０と折板屋根Ｐとの接触が面接触にすることができ
る。そのため、側板１４に荷重が加わった場合でも、点で接触する場合に比べて折板屋根
Ｐの上面に傷が付き難くなり、屋根の腐食や雨漏りの防止になる。
【００２５】
　このように本発明によると、折板屋根のハゼ部への取り付け作業が容易になり、しかも
、取付金具に連結した各種部材を長期間安定した状態で固定することができ、取付用ボル
ト３０の交換も可能になるなどといった種々の効果を奏するものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　本発明取付金具の最良の形態は、折板屋根Ｐの上部に設けられたハゼ部Ｐ１の側面を挟
着する一対の挟着体１０と、該挟着体１０相互を連結し挟着体１０をハゼ部Ｐ１に固定す
る固定具２０と、挟着体１０の上面に位置する天板１１からネジ部３１が上方に突出する
ように各挟着体１０に固定された取付用ボルト３０とを設ける。各挟着体１０の天板１１
に各挟着体１０を組み合わせたときに形成される支持溝１２を凹設する。該支持溝１２に
取付用ボルト３０のボルト頭部３２が嵌合し該ボルト頭部３２が各挟着体１０に仮止め支
持されるように形成する。前記固定具２０でハゼ部Ｐ１に各挟着体１０を固定するときに
該支持溝１２に立設した取付用ボルト３０を挟着体１０の天板１１で固定するように設け
る。ハゼ部Ｐ１の垂直側面を左右から挟着する底板１３と、各底板１３から略垂直に屈曲
延長された側板１４と、該側板１４から略水平に屈曲延長され、前記取付用ボルト３０を
挟着固定する前記天板１１とから側面略コ字形状を成すように挟着体１０を構成する。前
記挟着体１０がハゼ部Ｐ１を挟着するときに隣接する天板１１の一側縁部が下に重なるよ
うに屈曲された重合片１１Ａと、該重合片１１Ａから断面略Ｌ字形状に屈曲され左右の挟
着体１０を組み合わせたときに各重合片１１Ａの相互間に前記支持溝１２が形成される支
持片１１Ｂと、天板１１の他側縁部に形成され左右の挟着体１０を組み合わせたときに前
記重合片１１Ａの端部をスライド自在に抱持する屈曲抱持部１１Ｃとを天板１１に設ける
ことで、当初の目的を達成するものである。
【実施例】
【００２７】
　以下、本発明取付金具の一実施例を説明する。本発明取付金具は、ハゼ式折板屋根のハ
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ゼ部Ｐ１に装着する取付金具で、該取付金具に、例えばケーブル用ダクトや配管用ダクト
、あるいは溝形鋼、Ｈ形鋼などの被連結物Ｑを連結することで、配線施工や配管施工等の
施工工事、あるいは太陽電池アレイ架台や空調設備、二重屋根等の設置工事等の各種工事
を行うものである。
【００２８】
　本発明取付金具の主要構成は、挟着体１０、固定具２０、取付用ボルト３０から成る（
図１参照）。挟着体１０は、折板屋根Ｐの上部に設けられたハゼ部Ｐ１の側面を左右から
挟着する一対の金具である。図示の挟着体１０は、左右同形状に形成することで、製造コ
ストの低減や組み違いの防止等を図っている。そして、各挟着体１０を貫通する固定具２
０を緊締し、ハゼ部Ｐ１に挟着体１０を固定するものである（図４（ロ）参照）。
【００２９】
　固定具２０は、相対向する挟着体１０を緊締する部材で、図示例ではＵ字ボルト２１と
固定ナット２２を使用している。そして、挟着体１０の側板１４に貫通した一対の挿通孔
１４Ｅに挿通して緊締するものである（図１参照）。また、図示例に限らずＵ字ボルト２
１に替えて２本のボルトを使用することも可能である。
【００３０】
　取付用ボルト３０は、ボルト頭部３２が六角形状を成した汎用性のボルトで、ネジ部３
１には、固定ナット３３、座金３４等を使用して被連結物Ｑを連結するものである（図４
（ロ）参照）。
【００３１】
　挟着体１０の具体的な構成は、ハゼ部Ｐ１の垂直側面を左右から挟着する底板１３と、
各底板１３から略垂直に屈曲延長された側板１４と、該側板１４から略水平に屈曲延長さ
れ、前記取付用ボルト３０を挟着固定する前記天板１１とから側面略コ字形状を成すもの
である（図４（イ）参照）。
【００３２】
　底板１３の先端に当接片１３Ａを屈曲形成している。この当接片１３Ａの長さは、ハゼ
部Ｐ１の形状に対応して選択することが望ましい。例えば、ハゼ部Ｐ１が丸ハゼの場合と
角ハゼの場合とでは、ハゼ部Ｐ１の側面の長さが異なる。そこで、ハゼ部Ｐ１の各形状に
最適な長さの当接片１３Ａを形成した挟着体１０を選択使用するものである（図４（ロ）
参照）。また、この当接片１３Ａに補強用ビード１３Ｂを設けて当接片１３Ａの強度を高
めている（図１参照）。
【００３３】
　側板１４は、底板１３から略垂直に屈曲延長され、該側板１４から略水平に天板１１を
屈曲延長する部材である。該側板１４には、側板１４の前後側縁部から挟着体１０の外側
に向いた一対の補強片１４Ａを屈曲延長している。更に、該補強片１４Ａの下端部を略水
平に屈曲して前記折板屋根Ｐの上面に当接する当接片１４Ｂを設けている（図２参照）。
図示例の側板１４には、強度を高める補強用ビード１４Ｃと、側板１４のセンターを示す
目印１４Ｄとを形成している（図１参照）。
【００３４】
　このとき、補強片１４Ａは、例えば図７のように、挟着体１０の内側に向けて形成して
もよく、また、図８の如く、挟着体１０に絞り加工を施して形成しても良い。いずれの形
状においても、挟着体１０の変形を防止する効果がある。
【００３５】
　各挟着体１０の天板１１に、各挟着体１０を組み合わせたときに形成される支持溝１２
を凹設している（図１参照）。この支持溝１２は、取付用ボルト３０のボルト頭部３２を
収納し該ボルト頭部３２を仮止め支持できるように形成している。そのため、支持溝１２
の幅は、ボルト頭部３２の両側が嵌合する幅に設けてある。そして、前記固定具２０でハ
ゼ部Ｐ１に各挟着体１０を固定すると、該支持溝１２に立設した取付用ボルト３０は、挟
着体１０の天板１１と支持溝１２との二箇所で支持固定されるものである（図２参照）。
【００３６】
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　すなわち、取付用ボルト３０のボルト頭部３２が支持溝１２に収納された状態で、取付
用ボルト３０のネジ部３１を天板１１の端部が支持固定するものである。図示の天板１１
は、後述する支持溝１２の長手方向に略直交する係止口１１Ｅと、支持溝１２の長手方向
に略平行なスライド口１１Ｆとを形成し、固定具２０を緊締するとネジ部３１を囲繞する
ように形成している（図３（ハ）参照）。
【００３７】
　また、挟着体１０の別の態様として、一方の挟着体１０の天板１１に支持溝１２を形成
し、他方の挟着体１０の天板１１にネジ部３１を支持するスライド口１１Ｈを形成するこ
とも可能である（図９参照）。
【００３８】
　更に、挟着体１０の側板１４には、補強片１４Ａ、当接片１４Ｂが設けられている（図
２参照）。この補強片１４Ａは、側板１４の前後側縁部から挟着体１０の外側に向いた一
対の補強片１４Ａを屈曲延長したものである。一方、側板１４は、該補強片１４Ａの下端
部を略水平に屈曲して前記折板屋根Ｐの上面に当接する当接片１４Ｂが設けられたもので
ある（図２参照）。このとき、当接片１４Ｂを側板１４の中央部を切り起こして形成する
ことも可能である（図６参照）。
【００３９】
　挟着体１０の天板１１には、重合片１１Ａ、支持片１１Ｂ、屈曲抱持部１１Ｃ、係止凸
部１１Ｄが設けられている（図３（イ）参照）。重合片１１Ａは、挟着体１０がハゼ部Ｐ
１を挟着するときに相対向する天板１１の下に重なるように屈曲形成されている（同図（
ロ）、図１参照）。
【００４０】
　支持片１１Ｂは、該重合片１１Ａから断面略Ｌ字形状に屈曲された部材で、各挟着体１
０を組み合わせたときに各重合片１１Ａの相互間に前記支持溝１２を形成するように設け
られている（図３（ロ）、図１参照）。
【００４１】
　屈曲抱持部１１Ｃは、天板１１の他側縁部に形成され各挟着体１０を組み合わせたとき
に前記重合片１１Ａの端部をスライド自在に抱持するように設けられている（図２参照）
。図示例の屈曲抱持部１１Ｃは、断面略鉤形状を成しているが、この形状の変更は自由で
あり、例えば、図５に示す如く、断面略コ字状に形成しても良い。
【００４２】
　係止凸部１１Ｄは、重合片１１Ａの基端部に、相対向する天板１１の先端部がスライド
したときに突き当たるように設けられている（図２参照）。そして、固定具２０が各挟着
体１０相互を連結する際に、固定具２０の過剰緊締を防止するように設けている（図３（
ハ）参照）。また、重合片１１Ａが側板１４の内側に突き当たることでも固定具２０の過
剰緊締を防止することが可能になる。
【００４３】
　本発明取付金具の装着手順は、まず、各挟着体１０を組み合わせ、挟着体１０の間にハ
ゼ部Ｐ１を介して折板屋根Ｐの上に載置する（図４（イ）参照）。次に、載置した挟着体
１０の支持溝１２に取付用ボルト３０を収納して仮止めする。最後に、固定具２０を締め
付けてハゼ部Ｐ１に挟着体１０を固定するものである（同図（ロ）参照）。
【００４４】
　尚、本発明は、図示例に限定されるものではなく、挟着体１０や固定具２０、あるいは
取付用ボルト３０等の形状、寸法等の設計変更、および材質の変更などは任意に行えるも
のであり、本発明の要旨を逸脱しない範囲において自由に変更できるものである。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の一実施例を示す分解斜視図である。
【図２】本発明の一実施例を示す斜視図である。
【図３】（イ）乃至（ハ）は、本発明を組み合わせる状態を示す平面図である。
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【図４】（イ）及び（ロ）は、本発明の装着状態を示す側面図である。
【図５】本発明の挟着体の他の実施例を示す斜視図である。
【図６】本発明の挟着体の他の実施例を示す斜視図である。
【図７】本発明の挟着体の他の実施例を示す斜視図である。
【図８】本発明の挟着体の他の実施例を示す斜視図である。
【図９】本発明の挟着体の他の実施例を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００４６】
　　Ｐ　折板屋根
　　Ｐ１　ハゼ部
　　Ｑ　被連結物
　１０　挟着体
　１１　天板
　１１Ａ　重合片
　１１Ｂ　支持片
　１１Ｃ　屈曲抱持部
　１１Ｄ　係止凸部
　１１Ｅ　係止口
　１１Ｆ　スライド口
　１２　支持溝
　１３　底板
　１３Ａ　当接片
　１３Ｂ補強用ビード
　１４　側板
　１４Ａ　補強片
　１４Ｂ　当接片
　１４Ｃ　補強用ビード
　１４Ｄ　目印
　１４Ｅ　挿通孔
　２０　固定具
　３０　取付用ボルト
　３１　ネジ部
　３２　ボルト頭部
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